
稲むらの火祭り

1854年の安政の大地震による津波の際、

濱口梧陵は稲むらに火を放ち村人を安全な場所に避難させ救命

活動を行い、村の復興に尽力しました。彼の功績を後世に伝え、

地震・津波の防災士気を高めるため、2003年から「稲むらの火

祭り」が開催されています。「稲むらの火祭り」では人々が松

明を持ち、広川町役場から津波の際の避難所となった廣八幡宮

まで行列を行っており、私たちも住民の方々と一緒に行列を行

いました。

宿 泊 研 修

9月10,11日に活動メンバー全員で現地へ訪問しました。栽培されている

小麦がどういうものなのか、小麦から小麦粉になるまでの過程を実際に

体験させてもらいながら学びました。小麦粉を実際に使用した生地から

ピザを作らせていただいたり、広川町に関わる多くの方とお話しさせて

いただいたりしました。貴重な体験ができたとともに広川町という場所

の雰囲気を知ることができた2日間でした。

商品企画に向けて

・ホテル「いさり」レストラン「潮香」

広川町が所有する国の登録有形文化財

「旧戸田家住宅」を

舞台とした

オーベルジュ

・小麦を利用した商品開発

つゆあかね
ブルーベリー
じゃばら
etc...

広川町とは

和歌山県の中央北寄りに位置し、

有田郡に属する人口約6300人ほどの

町

有名スポット
濱口五稜にまつわる稲むらの火の館や、

西広海岸というビーチが夏には多くの家

族連れが訪れます

活動内容

2回生2人、1回生3人の計5人で

活動しています。小麦を栽培してい

る農家さんと一緒に小麦粉を利用し

た広川町の特産物を作ろうと考えて

います。

次年度に向けて

今年度は地域のイベントに参加したり、論文を読み、商品開発の事例研究に取り組みました。

来年実際に商品企画を行っていくにあたり、事例研究やアイデア出しに引き続き力を入れていきます！

また、一緒に商品開発を手伝って頂く方を見つけるため、人と関わる機会を増やしていきたいです。

広 川 町 L P P

【2年】大和海、井上華

【1年】森心優、菅田愛理、島津咲希
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